
平成２７年度 主題研究 実証実践のまとめ方 
平成２７年１１月２７日 

１ 研究主題 
「各教科等におけるＩＣＴを活用した「わかる授業」の創造」 

～児童同士が「対話」を通して理解を深める学習指導法を探って～ 
２ 研究仮説 

各教科等の学習指導において、授業のねらいに即した ICT の活用をすれば、児童が思考の場面

で対話し、理解を深め「わかる授業」が効果的に実現できるであろう。 

３ 実践実証の着眼 

  【着眼１】 各活用場面での期待する効果と活用のポイントを明確にする。 

  【着眼２】 児童同士の「対話」に重点をおきながら、一人一人の児童の理解をより深める。 

  【着眼３】 黒板（板書）と ICT、それぞれの活用範囲を明確にする。 

４ 実証実践のまとめ方について 

 （構 成） ※ 指導案は６までそのまま。７．指導の実際から記述してください。 

         

 

第○学年 実践記録 

 １～６まではそのまま。 

 

 ７．指導の実際  

   指導案７．指導の実際については、授業記録を基に、教師の主な発問・児童の反応・写真を記載

してください。 

      

 ８．成果と課題 

   成果としては、児童の変容にどのように働き、有効であったかを記述する。課題については、次

の課題など、実践を通して明らかになったことを記述する。 

 （１）各活用場面での期待する効果と活用のポイントを明確にすることで「わかる授業」が効果的に

実現されたか。 

    本時におけるＩＣＴ活用場面で、「わかる授業」にむけてどのような手立てをとり、どのよう

な活動を仕組んでいったか、その結果どのような効果があったかが分かるように具体的に記述する。  

 （２）児童同士の「対話」を重点化することで、児童の理解をより深めることで、子どもたちの理解

がより深まったか。 

    主に中心となる活用場面（話し合い・学び合い活動の場面）について、児童相互が伝え合い、

学び合う児童主体の授業が成立し、理解を深めることができたかを記述する。 

 （３）１時間の授業の内容が分かるように、電子黒板や黒板を効果的に活用できていたか。 

        １時間の授業の内容が分かるように、電子黒板をどのように活用し、黒板（掲示物）に何を残

したのか考え、効果的な活用について記述する。 

○ ＩＣＴ活用のポイントに沿った手立てとその効果 

 ○ 児童の活動の様子 

 ○ 児童の反応や変容の様子（発言内容等） 

 ○ 板書の様子 

 ○ 写真資料（表題をつける） 

 ○ アンケート結果から言えること 

※ 書式について 

   Ａ４、余白（上下、左右 ２０㎜）、１２ポイント、40 字×40 行 

   MS 明朝体（但し、項立ては MS ゴシック） 

☆ 提出期限：12 月 25 日（金）まで 

 ※ 「実践のまとめ」は印刷してご提出下さい。（稲葉まで） 

 ※ 電子データも集めておきたいので、共有ホルダーにフォルダ（「H27 主題研究」）を作っておきま

すので、写真と実践のまとめ、自作コンテンツ等を入れて下さい。 



指導の実際記載例（昨年度の学校論文を参考にしてください） 

 
 

 


